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日時：2015 年 1 月 30 日（金曜日） 13：00～17：20 














［センター活動報告］統計活用シンポジウム開催レポート  (65) 
15：10 「統計情報と GIS を用いた空閑地分析の試み」 
細江まゆみ氏（一般財団法人 柏市みどりの基金）
15：45 「移動利便性の定量的評価と人口・土地利用政策について」 
長谷川普一氏（新潟市役所 都市政策部 GIS センター） 




















































約 8 割が森林。森林率は全国 2 位。）、他方で、生活
必需品から航空機部品に至るまで、幅広い製造業が
集積しています。岐阜県の人口は、平成 22 年時点で
約 208 万人（平成 22 年国勢調査より）、平成 17 年の


















































岡谷市の統合型 GIS は、通常の自治体に見られるような個別の業務 GIS とは異なり、庁
内で共有して利用できる点で特徴的です。したがって、課を超えて必要なデータを導入す
ることができ、全職員が自分の PC から GIS を利用することができるような環境が整ってい
るそうです。














わせて、192 件が登録されており（平成 27 年 1 月末日時点）、これまでも、空閑地が地域コ
ミュニティを育む広場、散策可能な林、美しい花園等へと整備されてきました。







［センター活動報告］統計活用シンポジウム開催レポート  (69) 
用いて GIS で適地選定を行った方法（試作版）が紹介されました。 



























口は全世代人口と傾向が比較的よく一致していることから、70 歳代（1980 年の 40 代）と





















































































掲載紙：日刊工業新聞 第 24 面 
2015 年 2 月 3 日号 




［センター活動報告］統計活用シンポジウム開催レポート  (73) 
菊地教授（中央）と講演者の皆様
統計活⽤シンポジウムでのご講演ありがとうございました 
（レポート作成：政府統計部会） 
